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Abstract: With the aim of doing the performance comparison experiments of small models of Vertical Axis Wind Turbine (VAWT), a 
simple and low-cost small wind tunnel without a contraction nozzle has been constructed. This wind tunnel is simply composed of an 
axial blower, a wide-angle diffuser, and a flow conditioner part which includes an aluminum-honeycomb and three stainless steel 
screens. The total length of the wind tunnel is 2.6 m and the outlet is a square of 0.8 m×0.8 m. The maximum wind speed measured 
at the center of the outlet is 4.7 m/s. The uniformity of wind speed distribution is 4.7 % ( RMS / mean speed ) and the mean 
turbulence intensity is 4.4 %, in the core region ( - 0.3 m≤  Y or Z ≤ 0.3 m) at the outlet (X = 0.01 m). The total cost of the wind 
tunnel was about 630,000 JPY (about 8,000 USD). 
 






















































直径を 0.6 m に設定している．この大きさの模型
実験の場合，本学に設置している大型風洞（吹出













































が 0.75 kW と小さいにも関わらず，比較的大きな
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合の中央部を座標(Y, Z)において｜Y｜≦ 0.2 m, 
｜Z｜≦ 0.2 m の範囲と定義した場合，この中央
部における最大風速は 15.8 m/s, 最小風速は，7.0 
m/s であり,平均風速は 12.8 m/s であった．本小



















乗平均平方根(RMS 値)が 0.3 m/s 程度(平均風速
に対する RMS 値の割合で 6 %程度)，乱れ強度につ






























した．ハニカムはセルサイズが 1/4 インチ(6.35 
mm)のアルミ・ハニカムとし，その流路方向長さは，
50 mm とした．金網は開孔率β＞0.57 を満たすス
テンレス製平織金網とし[9]，目の粗い金網と目の
細かい金網の２種類を使用した．目の粗い 20 メッ
シュ(線径 0.29 mm, β= 0.5954)の金網はハニカ
ムの前後に約250 ～ 300 mmの間隔を置いて設置














 図６に風洞吹出口の直後( X = 0.01 m, X は流路
方向の座標, X 座標の原点は吹出口の中心と定義)






ことがわかる．ただし，定格 60 Hz における平均
風速は，約 4.7 m/s であり，目標とした 5 m/s を若
干下回る結果となった． 
 図７に風洞吹出口の直後の断面内( X = 0.01 m, 
｜Y｜≦ 0.5 m, ｜Z｜≦ 0.5 m ) における風速分
布(U 成分)を示す．インバータ周波数を 60Hz とし
た場合である．計測はピトー管を用いており，計
測ポイントはY, Zの各座標軸方向に 0.05 m間隔と
した．図７の中央部分を｜Y｜≦ 0.3 m, ｜Z｜≦ 
0.3 m の領域と定義した場合，この中央部におけ
る平均風速は 4.57 m/s であり，最大値は 4.91 m/s，
最小値は 4.04 m/s である．平均値からの偏差の
RMS値は 0.22 m/s であり，速度場の一様性をRMS
／平均値×100(%)で表すならば，4.7 ％になる． 
 図８は，図７と同様にして計測した風洞吹出口
下流 X = 1 m の位置における速度 U 成分の分布で 
 























図６ インバータ周波数と風速の関係  
 
 
図７ 吹出口直後(X = 0.01 m)の風速分布 
 
 
図８ 吹出口の下流(X = 1 m)の風速分布 
 
 

















ある．この中央部(｜Y｜≦ 0.3 m, ｜Z｜≦ 0.3 m)
の平均風速は 4.50 m/s であり，中央部における最
大値は 4.74 m/s，最小値は 4.11 m/s であった．中
央部平均値からの偏差の RMS 値は 0.14 m/s であ
り，一様性は 3.1 ％と見積もられる．ここで定義
した噴流中央部領域に関する限り，吹出口直後よ
りも下流方向に 1 m 離れた位置の方が風速分布の
一様性は増加する結果となった． 
 図９は風洞吹出口の直後の断面内( X = 0.01 m, 
｜Y｜≦ 0.4 m, ｜Z｜≦ 0.4 m ) における速度 U
成分の乱れ強度分布の計測結果である．計測は I
型熱線プローブを使用した熱線流速計で行った．




(｜Y｜≦ 0.3 m, ｜Z｜≦ 0.3 m) における乱れ強
度の平均値は 4.4 %であった．因みに最終段の整
流金網３を取り外した場合には，吹出口直後の噴
流中心部において平均風速は約 5.0 m/s と多少増
加するが，乱れ強度は金網３がある場合に対して
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